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○行政評価システムの活用により、政策・施策・事務事業の各階層で分析・評価、見直し・改
　善を行うとともに、区民ニーズに的確に対応した行政サービス構築のための仕組みづくりや
　取組みを進める。
○行革との連動をさらに強化することにより、簡素で効率的な区政運営を実現し、より一層の
　区民サービスの向上や施策の充実を図る。

前年度設定 今年度設定

《今までの成果及び指標分析を踏まえて》

―

― 100% 100% 100%

51.8% 区政世論調査の結果

100%公表を継続する。

関連部課名 区民生活部文化交流推進課

100%

より一層の区民サービスの向上や施策の充実を図るためには、常に
政策・施策・事務事業の見直し・改善を行い、区民ニーズに的確に
対応した行政サービスを提供することが必要であり、優先度が非常
に高い。

施策の分類
分類についての説明・意見等
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区政に関心がある区民の
割合
行政評価分析シートの公
開率

今
後
の
方
向
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17年度
施策の成果とする指標名

指標の推移
目標値
(28年度)

60.0%53.8% 51.1%

重点的に推進 重点的に推進

18年度 19年度 20年度

内線
総務企画部総務企画課
伊藤　節子 2140

施策名
部課名
課長名

施策No
戦略的な政策形成と行政改革の推
進

15-01

行政評価
事業体系

分野 計画推進のために[Ⅶ]

政策 目標の設定と管理による行財政運営の戦略的推進[15]

指標に関する説明

　目指すべき区の将来像を区民と共有し、その実現に向けて戦略的・計画的な政策形成を図るとと
もに、簡素で効率的・効果的な区政運営を推進することにより、一層の区民サービスの向上や施策
の充実を図る。
　また、区民へ事務事業等をわかりやすく説明し、区政への参画意識を高めるとともに、成果重視
やコスト意識の醸成など職員の意識改革を進める。

○事務事業の実施にあたっては、指標に掲げた目標値と指標に対する進捗状況の分析・評価を
　行い、更に見直し・改善を図っていく必要がある。
○区民に対して、事務事業等をよりわかりやすく説明していくとともに、職員の意識改革を進
　めていく必要がある。



施策分析シート（平成20年度）
No2

自治体シンクタンクの設
立

01-01-23 ― ―

合　計

0 0 推進

01-01-20 384 261 推進

5,207 3,000
重点的
に推進

推進

01-01-17 ― 719 推進

― ― ― 制度の適正な運用に資する。

18年度

施策推進のため
の分類

前年度
設　定

今年度
設　定

引き続き積極的に推進する。

分類についての説明・意見等

引き続き、現状の内容で実施し
ていく。

改善を図りながら、着実に実施
する。

施策の推進に資する。

行政評価システムの推進

事務事業
No

荒川区顧問

01-01-18

01-01-19

01-01-16

行政改革の推進

指定管理者制度の導入及
び運用に関する調整

施策を構成する事務事業の分類

荒川区基本構想推進委員
会

経営戦略会議

事務事業名
決算額（千円）

01-01-09 ― 1,193 ― 継続

19年度

推進

推進

推進

継続 政策形成に資する。

―
重点的
に推進

既成の概念にとらわれず、先進
的な施策を展開するために必要
である。

5,591 5,173


